
みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

あたらしくはいった本 令和8年1月 貸出開始資料から

●その他の本 犬のために山へ移住する(穴澤賢／著)　アジア・トイレ紀行(山田七絵・内藤寛子／編
著)　キュン!するレトロ建築（レトロさんぽ堤じゅり／著)　すべてを蒸したいせいろダイエット(りよ子／
著)　神社を旅する(野村朋弘／著)　認知症の進行を早める生活、遅らせる習慣(丹野智文・恩蔵絢子／
著)　戦国めし、南蛮メシ(遠藤雅司／著)　基礎からわかるはじめての陶芸(Gakken／編)　

●小説・エッセイなどの文学　怨嗟の回廊(堂場瞬一／著）　おまあ推理帖(諸田玲子／著)　月白(宇佐
美まこと／著)　陰陽師　氷隠梅ノ巻(夢枕獏／著)　甘蔓情話(山本一力／著)　全員悪人(村井理子／
著)　維新の虎島津久光(植松三十里／著)　わたしが戦場にいる(小手鞠るい／著)　本当のことを言お
うか 3(谷川俊太郎／著)　あなたとわたしの短歌教室(服部真理子／著)　

としょかんカレンダー
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3月

○印の日は、
お休みです。

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
明
治
６
（
1
8
7
3
）
年
３
月
20
日
か

ら
５
月
10
日
に
か
け
、
太
宰
府
天
満
宮
境

内
で
は
「
太
宰
府
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
東
京
や
京
都
に
お
け
る
先
行
の

博
覧
会
を
お
手
本
に
、
文
明
開
化
と
地
域

振
興
を
目
的
に
掲
げ
た
太
宰
府
博
覧
会

は
、
現
在
、
九
州
国
立
博
物
館
の
設
立
に

至
る
博
物
館
設
置
運
動
の
原
点
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
博
覧
会
開
催
の
意
図

は
、
県
内
の
「
新
古
物
品
」
を
集
め
て
展

覧
す
る
こ
と
で
、
自
然
物
と
人
工
物
、
伝

来
の
逸
品
と
新
作
品
の
比
較
批
評
が
可
能

と
な
り
、
そ
れ
を
将
来
的
に
製
品
や
技
術

の
改
良
・
普
及
に
繋
げ
て
い
く
、
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

　
福
岡
の
み
な
と
ま
ち

湊
町
（
現
中
央
区
港
）
に
あ
っ

た
商
家
の
７
代
目
、  

か
　
せ
も
と
ま
さ

加
瀬
元
将
と
い
う
人

が
当
時
、
太
宰
府
博
覧
会
を
観
覧
し
感
想

を
残
し
て
い
ま
す
。
加
瀬
家
は
湊
町
で
酒

造
業
や
質
屋
を
営
み
つ
つ
、
藩
士
の
給
与

米
を
扱
い
融
資
も
行
う
役
割
を
担
い
、
福

岡
の
町
政
に
も
携
わ
っ
た
家
で
す
。
元
将

が
残
し
た
『
維
新
雑
誌
』
は
、
様
々
な
方

面
か
ら
得
た
情
報
を
書
き
留
め
た
記
録

で
、
武
士
や
町
人
と
深
い
関
り
を
持
つ
彼

な
ら
で
は
の
資
料
で
す
が
（
『
新
修
福
岡
市

史
　
資
料
編
　
近
現
代
１
』
）
、
こ
の
中
に

太
宰
府
博
覧
会
の
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。

　
元
将
は
、
５
月
初
旬
に
太
宰
府
博
覧
会

の
見
物
に
行
き
ま
す
が
、
展
示
物
の
種
類

と
点
数
の
多
さ
を
伝
え
な
が
ら
も
「
目
を

驚
か
す
ほ
ど
の
品
物
は
な
か
っ
た
」
と
総

評
し
て
い
ま
す
。
主
な
展
示
物
を
羅
列

し
、
「
抜
群
突
出
の
品
は
見
え
な
い
」
と

言
い
つ
つ
、｢

こ
こ
に
笑
う
べ
き
は
・・・・・・｣

と
つ
な
ば  

ま
ち

綱
場
町(

福
岡
市
博
多
区)

の
見
立
細
工

に
注
目
し
ま
す
。
綱
場
町
は
、
菅
原
道
真

に
ゆ
か
り
の
つ
な
し
き

綱
敷
天
満
宮
が
あ
る
と
こ
ろ

で
、
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
、
７
月
25

日
の
大
祭
に
は
、
周
辺
の
商
店
が
自
家
の

商
品
を
素
材
に
そ
の
形
状
を
生
か
し
て
造

形
す
る
「
つ
く
り
も
の
」
を
飾
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
見
立
細
工
」
と
呼
ば

れ
、
縁
起
物
や
、
そ
の
時
々
に
話
題
と

な
っ
た
事
象
を
表
現
し
た
よ
う
で
す
。

　
彼
は
皮
肉
を
込
め
て
「
天
造
物
を
人
知

で
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
人
知
を
挽

回
す
る
に
は
こ
の
見
立
細
工
の
ほ
か
は
な

い
。
」
と
大
仰
に
発
言
し
、
周
囲
の
見
物

人
を
大
笑
い
さ
せ
て
い
ま
す
。
「
人
々
そ

の
知
識
を
研
ぎ
、
文
明
開
化
の
域
に
進
歩

す
る
」
と
い
う
博
覧
会
の
主
意
を
踏
ま
え

た
上
で
の
冗
談
で
す
が
、
「
こ
れ
が
は
た

し
て
人
知
の
限
界
か
」
と
言
い
た
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
見
立
細
工
の
出
来

栄
え
に
は
純
粋
に
感
動
し
た
様
子
で
、
最

終
的
に
「
見
立
細
工
が
ま
さ
に
こ
の
博
覧

会
の
第
一
等
だ
ろ
う
」
と
風
刺
的
に
評
し

て
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
物
が
少
な
い
」
と
い
う
点
が

彼
の
評
価
に
行
き
着
い
た
主
な
原
因
で
、

主
催
者
側
も
こ
の
弱
点
は
認
識
し
て
い
ま

し
た
。
太
宰
府
博
覧
会
は
翌
年
、
翌
々
年

と
第
３
回
ま
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
過
程
で
、
改
善
に
向
け
た
努
力

が
な
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
（
『
太
宰

府
市
史
　
通
史
編
別
編
』
）
。

   

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
ふ
じ
た
藤
田
ま
さ
こ
　

理
子

太
宰
府
博
覧
会
に
行
っ
て
み
た
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ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

『アジア・トイレ紀行』
山田七絵・
内藤寛子／編著
（白水社）

『キュン！するレトロ建築』
レトロさんぽ堤じゅり／著
（主婦と生活社）

『犬のために山へ
移住する』
穴澤賢／著
（草思社）

み  

た
て
ざ
い
く

（
も
と
ゆ
き
と
も
読
む
）

あら　き  

荒木
もも　な 

桃奈ちゃん

21日

や ま う ち

山内
ゆ 　あ

優杏ちゃん

21日

さ さ ぶ ち

笹淵
 ゆう　か

結花ちゃん

25日

ば　 ば

馬場
ち 　と　 せ

千翔星ちゃん

しょう じ　

正司
つむ　ぎ  

紬季ちゃん

30日

令和7年
3月生まれ おめでとう1さいHappy 1st birthday! 

にこにこ通信 うめっこテラス
(子育て支援センター）保育士

あなたの子育てを応援します

　親子で楽しくスキンシップが取れるふれあい遊びは、子どもとのコミュニケーションを図るのにぴっ
たりの遊びです。
　今回はいつでもかんたんにできるふれあい遊びをご紹介します。

　このほかにもたくさんのふれあい遊びがあります。
ふれあい遊びの中で感じられる安心感や親しみの気持ちは、子どもの心の安定や社会性の発達に必要不
可欠です。いつもの遊びの中に、ぜひふれあい遊びを取り入れてみてくださいね。

ふれあい遊び

応募方法

いっぽんばし　こちょこちょ
子どもを膝の上に座らせ、「バスにのって
揺られてる　ゴーゴー！」の掛け声に合わ
せて揺らします。曲に合わせ、左右に大き
く揺れたり、でこぼこ道でがたがた揺れた
り、坂を上下したりします。子どもたちが大
好きな遊びです。

バスにのって

｢あたま かた ひざ ぽん ひざ ぽん ひざ ぽん あたま かた 
ひざ ぽん め みみ はな くち」と、イギリスの童謡「ロンドン
橋落ちた」のメロディで歌いながら、歌詞に合わせて頭・
肩・膝など体の様々な部分にやさしく触れていきます。体の
部位を変えてアレンジするのも楽しいですね。

あたま　かた　ひざ　ぽん

｢いっぽんばしこちょこちょ　たたいてつねって　かいだん
のぼって　こちょこちょこちょこちょ」と歌いながら、子ど
もの手から頭に向かって大人が二本の指を動かし、最後は
こちょこちょとくすぐります。

27日
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